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８ 農林漁業体験について 

 

（１）農林漁業体験への参加 

 

 家族の中で農林漁業体験に参加したことのある人はいるか聞いたところ、「いる」と回答した人の割

合が 63.2％、「いない」と回答した人の割合は 35.6％となっている。（図８－１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 20 これまで、あなた又はあなたの家族の中で、田植え（種まき）、稲刈り、野菜の収穫、家畜

の世話など農林漁業体験に参加したことのある人はいますか。 

 

図８－１ 農林漁業体験への参加 

 

 

(該当者数)

　　　　　　  いる 　　　　いない 無回答

総 数 (2,309人) 63.2 35.6 1.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)
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農林漁業体験への参加について、若い世代（20～39 歳）の女性では、「いる」と回答した人の割合が

高い。 

地域圏別にみると、地方圏で「いる」と回答した人の割合が高く、東京・近畿圏で「いない」と回答

した人の割合が高い。 

 

図８－１－１ 農林漁業体験への参加 

 

  

(該当者数)

 　　　　　   いる      いない 無回答

〔 全 世 代 〕

総 数 (2,309人)

〔 性 〕

男 性 (1,010人)

女 性 (1,299人)

総 数 (  434人)

男 性 （ 20 ～ 39 歳 ） (  167人)

女 性 （ 20 ～ 39 歳 ） (  267人)

〔 性 ・ 年 齢 別 〕

[男性] 20 ～29歳 (   64人)

30～39歳 (  103人)

40～49歳 (  132人)

50～59歳 (  216人)

60～69歳 (  190人)

70歳以上 (  305人)

[女性] 20 ～29歳 (  125人)

30～39歳 (  142人)

40～49歳 (  188人)

50～59歳 (  237人)

60～69歳 (  231人)

70歳以上 (  376人)

〔 地 域 圏 〕 ( 注 )

東 京 ・ 近 畿 圏 (  993人)

地 方 圏 (1,316人)

(注)本分析における「地域圏」は、以下のように分類したもの。

「東京・近畿圏」…東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県、大阪府、京都府、兵庫県、奈良県、和歌山県

「地方圏」…「東京・近畿圏」以外の都道府県

〔若い世代（20～39歳）〕

63.2 35.6 1.1 
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（２）農林漁業体験に参加して変化したこと 

 

 家族の中で農林漁業体験に参加したことのある人が「いる」と回答した人に、農林漁業体験に参加し

て変化したことがあるか聞いたところ、「自然の恩恵や生産者への感謝を感じられるようになった」を

挙げた人の割合が 63.4％と最も高く、次いで、「地元産や国産の食材を積極的に選ぶようになった」

（36.3％）となっている。（複数回答、上位２項目）（図８－２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【問 20で「１ いる」と答えた方に】 

問 20－１ 農林漁業体験に参加して何か変化したことがありますか。（M.A.） 

 

図８－２ 農林漁業体験に参加して変化したこと 

 

 

（複数回答）

自 然 の 恩 恵 や 生 産 者 へ の 感 謝
を 感 じ ら れ る よ う に な っ た

地 元 産 や 国 産 の 食 材 を 積
極 的 に 選 ぶ よ う に な っ た

食 べ ら れ な か っ た 野 菜 な ど
が 食 べ ら れ る よ う に な っ た

地 元 の 生 産 者 等 と の 交 流 が 増 え た

そ の 他

変 化 は な か っ た

無 回 答

63.4 

36.3 

13.8 

11.6 

5.6 

18.4 

0.3

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)

総 数 （N=1,460人，M.T.=149.4％)
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農林漁業体験に参加して変化したことについて、性別にみると、「自然の恩恵や生産者への感謝を感

じられるようになった」と「地元産や国産の食材を積極的に選ぶようになった」を挙げた人の割合は女

性で高い。 

 

表８－２ 農林漁業体験に参加して変化したこと 

 

 

  

（複数回答）

人 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

〔 〕

1,460 63.4 36.3 13.8 11.6 5.6 18.4 0.3 149.4 

〔 〕

612 59.3 31.2 11.9 15.0 5.6 21.9 0.5 145.4 

848 66.4 40.0 15.1 9.1 5.7 15.8 0.2 152.2 

〔 〕

314 58.0 18.5 11.1 9.9 1.6 28.7 0.3 128.0 

109 57.8 16.5 10.1 12.8 2.8 32.1 - 132.1 

205 58.0 19.5 11.7 8.3 1.0 26.8 0.5 125.9 

〔 性 ・ 年 齢 〕

39 51.3 15.4 15.4 12.8 2.6 30.8 - 128.2 

70 61.4 17.1 7.1 12.9 2.9 32.9 - 134.3 

85 63.5 32.9 15.3 5.9 4.7 17.6 - 140.0 

129 54.3 23.3 10.1 13.2 3.1 27.1 - 131.0 

113 64.6 31.0 8.0 13.3 13.3 15.0 - 145.1 

176 58.5 45.5 15.3 23.3 4.5 18.2 1.7 167.0 

97 56.7 19.6 10.3 8.2 1.0 28.9 - 124.7 

108 59.3 19.4 13.0 8.3 0.9 25.0 0.9 126.9 

141 65.2 26.2 14.2 7.1 5.0 17.7 - 135.5 

157 65.0 42.7 12.7 5.7 6.4 15.3 0.6 148.4 

145 72.4 48.3 14.5 8.3 7.6 9.7 - 160.7 

200 72.5 62.5 21.5 14.5 9.0 8.0 - 188.0 
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（３）農林漁業体験に参加するための工夫 

 

 家族の中で農林漁業体験に参加したことのある人は「いない」と回答した人に、農林漁業体験にどん

な工夫があれば参加したいと思うか聞いたところ、「収穫物の調理体験ができること」を挙げた人の割

合が 32.2％と最も高く、次いで、「親子や友人など、いろいろな参加の仕方ができること」（31.3％）

となっている。（複数回答、上位２項目）（図８－３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【問 20で「２ いない」と答えた方に】 

問 20－２ 農林漁業体験にどんな工夫があれば参加したいと思いますか。（M.A.） 

 

図８－３ 農林漁業体験に参加するための工夫 

 

 

（複数回答）

収穫物 の調 理 体験 がで き る こ と

親 子 や 友 人 な ど 、 い ろ い ろ
な 参 加 の 仕 方 が で き る こ と

地 域 の 伝 統 行 事 な ど の イ ベ ン
ト に 合 わ せ て 参 加 で き る こ と

地元の生産者等との交流があること

作物の生長に合わせて種まき、収
穫など複数の作業が体験できること

オン ラ インで 、体験前に試したり、
体 験 後 も 関 係 が続 け ら れ る こ と

そ の 他

無 回 答

32.2 

31.3 

28.6 

27.8 

24.4 

6.0 

10.7

4.6

0 10 20 30 40
(%)

総 数 （N=  823人，M.T.=165.6％)
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農林漁業体験に参加するための工夫について、若い世代（20～39 歳）では、「親子や友人など、いろ

いろな参加の仕方ができること」を挙げた人の割合が高い。 

 

表８－３ 農林漁業体験に参加するための工夫 

 

 

  

（複数回答）

人 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

〔 〕

823 32.2 31.3 28.6 27.8 24.4 6.0 10.7 4.6 165.6 

〔 〕

386 25.6 28.8 28.0 29.5 25.9 7.8 12.4 3.9 161.9 

437 38.0 33.6 29.1 26.3 23.1 4.3 9.2 5.3 168.9 

〔 〕

119 39.5 41.2 25.2 11.8 25.2 10.9 4.2 0.8 158.8 

58 36.2 46.6 22.4 15.5 22.4 10.3 5.2 1.7 160.3 

61 42.6 36.1 27.9 8.2 27.9 11.5 3.3 - 157.4 

〔 性 ・ 年 齢〕

25 48.0 40.0 24.0 12.0 32.0 8.0 4.0 - 168.0 

33 27.3 51.5 21.2 18.2 15.2 12.1 6.1 3.0 154.5 

45 24.4 44.4 22.2 20.0 24.4 20.0 11.1 - 166.7 

84 32.1 27.4 33.3 31.0 25.0 8.3 11.9 4.8 173.8 

75 22.7 28.0 30.7 36.0 32.0 6.7 8.0 1.3 165.3 

124 18.5 16.1 27.4 34.7 25.0 2.4 19.4 7.3 150.8 

28 35.7 42.9 21.4 14.3 28.6 10.7 3.6 - 157.1 

33 48.5 30.3 33.3 3.0 27.3 12.1 3.0 - 157.6 

45 44.4 48.9 28.9 31.1 28.9 13.3 4.4 4.4 204.4 

79 41.8 45.6 31.6 27.8 26.6 3.8 3.8 1.3 182.3 

84 38.1 32.1 31.0 23.8 23.8 1.2 9.5 3.6 163.1 

168 32.7 23.8 27.4 32.1 17.9 1.2 14.9 10.1 160.1 70 歳 以 上
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